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2
そうま市議会だより

令和５年 11 月１日号

令和５年第５回９月定例会は、９月
４日から９月 22 日までの 19 日間の
会期で行われ、市長提案議案 15 件、
認定６件を議決しました。
　ここでは、主な議案の内容と委員
会審査を含めた審議の経過などにつ
いて、お知らせします。

　

７
月
１
日
付
け
で
、
市
と
株
式
会
社

Ｃ
Ｔ
Ｉ
ア
セ
ン
ド
は
旧
玉
野
小
学
校
校

舎
及
び
旧
玉
野
幼
稚
園
園
舎
等
の
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
た
が
、
旧
玉
野
小
学

校
校
舎
等
は
国
の
補
助
金
を
受
け
て
整

備
し
た
学
校
施
設
で
あ
る
た
め
、
国
が

定
め
る
処
分
制
限
期
間
内
に
貸
付
を
行

う
場
合
に
は
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の

執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
き
、
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
が

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て
、

残
存
価
格
に
対
す
る
補
助
金
相
当
額
を

　

今
後
収
入
と
な
る
賃
貸

借
料
の
全
額
を
基
金
に
積

み
立
て
る
考
え
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　
　

今
後
は
、
普
通
財
産
と

　
　
　

し
て
維
持
管
理
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
維
持
管
理
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
等
は
今
後
も
発

生
し
、
一
般
財
源
の
中
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
。
賃
貸
借
料
は
そ

の
財
源
と
な
る
こ
と
か
ら
、
基
金

に
は
全
額
で
は
な
く
一
定
額
を
積

み
立
て
る
予
定
で
あ
る
。

第 64号

国
庫
に
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
国
庫
補
助
事
業
完
了
後
、
10

年
以
上
が
経
過
し
た
建
物
を
有
償
に
よ

り
貸
付
を
す
る
場
合
、
国
庫
に
納
付
す

る
こ
と
と
な
る
補
助
金
相
当
額
以
上
を
、

学
校
の
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
基
金
に
積
み

立
て
、
適
正
に
運
用
す
る
場
合
、
国
庫

納
付
を
必
要
と
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
補
助
金
相
当
額
以
上
の
額

を
学
校
の
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
と

し
て
積
み
立
て
る
た
め
、
本
条
例
を
制

定
し
、
基
金
を
創
設
す
る
も
の
。

　

な
お
、
基
金
へ
の
積
立
額
は
83
万
７
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
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令和５年 11 月１日号

　

国
の
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
加
え
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ(

ア
ン
ド
ロ

イ
ド
）
の
携
帯
Ｏ
Ｓ
を
搭
載
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
利
用
を
可
能
と
す
る
も
の
。

　

国
は
令
和
５
年
度
中
に
本
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
り
、
ま
だ
利
用
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
施
行
日
は

改
め
て
規
則
で

定
め
、
施
行
す

る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
み
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
で
き

る
よ
う
に
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
印
鑑
登
録

証
自
体
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

第 65号

☆ 

相
馬
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　

菅
野　

明
彦　

氏　
（
再
任
）

　
　
　

任
期　

令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
４
年
間

☆ 

人
権
擁
護
委
員

　
　

伊
東　

た
ま
よ　

氏
（
再
任
）

　
　

持
立　

剛　

氏
（
再
任
）

　
　
　

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
の
委
嘱
に
向
け

　
　
　

て
推
薦
（
※
委
嘱
者
は
法
務
大
臣
）

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
課
題
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
が
進

　
　
　
　

む
こ
と
に
よ
り
、
手
続
き
の
た
め
に
市
役

所
に
来
る
必
要
が
な
く
な
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
す
る
反
面
、
紛
失
や
個
人
情
報
漏
洩
の
不
安

を
感
じ
る
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
市
と
し
て
は
、
紛
失
し
た
際
の
対
応

や
、
カ
ー
ド
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
後
、
広
報
そ
う
ま
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
関
す
る
記
事
を
連
載
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

現
在
運
用
中
の
印
鑑
登
録
証
の
今
後

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

市
は
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　

活
用
し
た
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
を
検
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追 加 額 内　容

７億 819 万 1,000 円 （歳入）普通財産土地売払収入

216 万 9,000 円 （歳出）文化財保護事業

107 万 8,000 円 （歳出）情報システム等管理運営経費

780 万 9,000 円 （歳出）水産物等風評払拭事業

補正予算の
主なもの

　

市
の
保
有
す
る
土
地
を
７
億
８
１
９
万
１
，
０

０
０
円
で
売
却
す
る
も
の
。

　

内
訳
と
し
て
、 

①
相
馬
中
核
工
業
団
地
東
地
区

の
土
地
を
ユ
ニ
マ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
に
７
億
５
２

７
万
円
で
売
却
す
る
も
の
。（
左
記
位
置
図
参
照
）

工
業
団
地
及
び
住
宅
団
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　

土
地
を
売
却

　

山
信
田
団
地
の
緑
地
売
払
い
の
詳

細
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

団
地
に
造
成
し
た
緑
地
帯
の
隣
接

　
　
　

の
方
か
ら
有
効
活
用
し
た
い
と
の
要

望
が
あ
り
、
団
地
内
住
民

の
同
意
を
得
て
、
払
下
げ

を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

面
積
は
約
４
０
４
平
米
、

平
米
単
価
は
約
７
，
２
３
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

売却箇所

相馬中核工業団地東地区　
売却箇所　位置図

②
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
で
整
備
し
た
山
信
田

団
地
の
緑
地
部
分
を
、
団
地
内
の
地
権
者
５
名
に

計
２
９
２
万
１
，
０
０
０
円
で
売
却
す
る
も
の
。
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下
り
マ
ツ
の

　
　
　
　
　

保
全
に
係
る
費
用

　

詳
細
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

老
木
で
弱
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
樹

　
　
　
　

木
医
、
造
園
業
の
方
に
相
談
し
て
、
栄

養
剤
の
注
入
、

根
元
の
保
護
、

枯
れ
た
枝
の
剪

定
を
し
て
い
く

予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

市
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
下
り
マ
ツ
の
保
全
費

用
と
し
て
、
委
託
料
２
１
６
万
９
，
０
０
０
円
を

増
額
す
る
も
の
。

生
成
Ａ
Ｉ
の

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
補
正

　

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
職
員
全
員
が
利

用
で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
ス
料
と
し
て
、
１

０
７
万
８
，
０
０
０
円
を
計
上
す
る
も
の
。

水
産
物
等
の

　
　
　
　

Ｐ
Ｒ
に
係
る
委
託
料

　

相
馬
の
水
産
物
等
の
風
評
払
拭
を
図
る
た
め
、

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
ト
ン
ロ
ー
市
場
で
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
う
経
費
と
し
て
、
７
８
０
万
９
，
０
０

０
円
を
計
上
す
る
も
の
。

　

委
託
先
は
相
馬
商
工
会
議
所
を
予
定
し
て
お

り
、
今
後
３
年
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

下りマツ（10月 3日時点）

　

Ｐ
Ｒ
先
選
定
の
理
由
と
Ｐ
Ｒ
す
る
農

水
産
物
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

タ
イ
の
ト
ン
ロ
ー
市
場
は
、
日
本
の

　
　
　
　

食
材
の
受
入
れ
が
多
い
地
域
で
あ
る
こ

と
等
か
ら
選
定
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
す
る
農
水
産
物
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
実

施
予
定
の
11
月
頃
に
獲
れ
て
い
る
水
産
物
等
を
相

馬
商
工
会
議
所
な
ど
と
協
議
し
て
決
め
て
い
く
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
　
　

生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ

　
　
　
　

い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
７
月
よ
り
、
試
験
運
用

を
行
っ
て
き
た
。
試
験
運
用
で
は
、
文
書
の
要
約

な
ど
の
業
務
が
効
率
的
に
な
り
、
ま
た
、
文
書
作

成
に
も
有
効
に
活
用
で
き
る
。
全
庁
的
に
展
開
す

れ
ば
、
事
務
の
効
率
が
上
が
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、

サ
ー
ビ
ス
導
入
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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令和５年 11 月１日号

令
和
４
年
度

　
　
　

決
算
認
定
審
査
報
告

会　　計 歳　　入
予算現額 収入済額（Ａ）

一般会計 29,082,978,900 25,973,750,334
国民健康保険特別会計 3,830,646,000 3,777,454,008
後期高齢者医療特別会計 460,406,000 460,127,348
介護保険特別会計 3,908,966,000 3,913,383,471
光陽地区造成事業特別会計 1,061,261,000 1,034,610,332

計 38,344,257,900 35,159,325,493

令和４年度相馬市一般会計・特別会計歳入歳出決算一覧　　（単位：円）

会　　計 歳　　出
予算現額 支出済額（Ｂ）

一般会計 29,082,978,900 23,813,636,388
国民健康保険特別会計 3,830,646,000 3,728,082,185
後期高齢者医療特別会計 460,406,000 458,457,250
介護保険特別会計 3,908,966,000 3,730,386,083
光陽地区造成事業特別会計 1,061,261,000 1,003,076,098

計 38,344,257,900 32,733,638,004

会　　計 歳入歳出差引額（Ｃ）
※（Ａ）－（Ｂ）

左のうち翌年度
繰越財源（Ｄ）

実質収支
※（Ｃ）－（Ｄ）

一般会計 2,160,113,946 1,596,724,029 563,389,917
国民健康保険特別会計 49,371,823 0 49,371,823
後期高齢者医療特別会計 1,670,098 0 1,670,098
介護保険特別会計 182,997,388 0 182,997,388
光陽地区造成事業特別会計 31,534,234 10,106,000 21,428,234

計 2,425,687,489 1,606,830,029 818,857,460

令和４年度相馬市下水道事業会計決算一覧　　（単位：円）

下水道
事業会計

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
予算現額 決算額 予算現額 決算額

収　　入 1,238,207,000 1,254,753,326 775,628,000 501,063,500
支　　出 1,232,208,000 1,210,066,965 1,143,321,000 882,477,543
収　　支 44,686,361 ※△ 381,414,043

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額については、過年度分損益勘定留保資金及び当年
度分損益勘定留保資金で補てんしています。

　

市
税
全
体
の
収
入
済
額
は
、
53
億
５
，

５
２
７
万
９
，
７
８
１
円
で
あ
り
、
前
年

度
比
で
約
２
億
２
，
８
０
０
万
円
の
増
収
。

不
納
欠
損
額
は
、
２
，
１
９
８
万
４
，
４

４
３
円
で
、
前
年
度
比
約
８
０
０
万
円
の

減
。
収
入
未
済
額
は
２
億
９
９
８
万
５
，

９
８
１
円
で
、
前
年
度
比
約
１
，
１
０
０

万
円
の
減
。
収
納
率
は
、
現
年
課
税
分
、

滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
95
．
9
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

市
税
の
今
後
の
見
込
み
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　

収
入
済
額
は
、
震
災
時
の

　
　
　
　
　

平
成
23
年
に
は
、
市
税
全
体

で
41
億
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
順
調

に
税
収
が
増
加
し
、
令
和
元
年
度
に
は
53

億
円
。
そ
の
後
、
減
少
し
た
も
の
の
、
令
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妊
婦
健
康
診
査
の
委
託
費
と
し
て
、
県
医
師
会
等

に
２
，
２
５
０
万
３
，
４
８
０
円
を
支
出
し
て
い

る
。

　

一
般
市
営
・
災
害
公
営
住
宅
の
住
宅
使
用
料
と
し

て
、
家
賃
収
入
や
駐
車
場
収
入
、
滞
納
繰
越
分
等
、

計
１
億
２
，
１
８
４
万
４
，
８
７
４
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

不
納
欠
損
額
と
収
入
未
済
額
の
詳
細

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　

不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
３
１
６
万

　
　
　
　
　

６
，
２
６
９
円
で
、
対
象
者
は
９
名
。

い
ず
れ
も
入
居
者
が
亡
く
な
っ
た
り
、
保
証
人
に
つ

い
て
も
、
死
亡
も
し
く
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
５
年
経
過
し
債
権
時
効
と
な
り
、
不
納
欠
損

と
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
分
は
１
，

２
０
５
万
１
，
６
９
３
円
で
、
93
件
。
内
訳
は
、
退

居
者
も
含
め
、
一
般
市
営
で
51
件
、
災
害
公
営
で
42

件
分
の
滞
納
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
滞
納
整

理
に
向
け
て
対
応
し
て
行
く
。

　

件
数
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　

妊
婦
健
康
診
査
が
１
，９
６
５
件
、

　
　
　
　
　

産
婦
健
康
診
査
が
３
０
５
件
、
新
生

児
聴
覚
検
査
が
１
６
５
件
と
な
っ
て
い
る
。

和
４
年
度
も
53
億
円
を
超
え
て
い
る
。

　

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、扶
養
控
除
の
見
直
し
、

均
等
割
の
増
額
、
配
偶
者
控
除
の
見
直
し
な
ど
の
増

税
に
よ
り
伸
び
て
き
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
と

し
て
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
の
影
響
で
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

法
人
市
民
税
は
、
景
気
の
動
向
、
企
業
の
進
出
な

ど
で
も
大
き
く
変
動
す
る
が
、
税
率
の
引
き
下
げ
効

果
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

　

固
定
資
産
税
は
、企
業
の
設
備
投
資
等
の
影
響
で
、

増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
償
却
資
産
の
減
価
償

却
、
評
価
替
え
に
よ
る
家
屋
の
経
年
減
点
、
地
価
の

下
落
で
減
少
傾
向
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

不
納
欠
損
は
、
担
税
力
が
な
い
方
等
に
対
す
る
処

分
停
止
の
状
況
に
よ
る
が
、
減
少
傾
向
に
な
る
と
推

測
し
て
い
る
。

　

収
入
未
済
額
は
、
個
人
市
民
税
と
固
定
資
産
税
に

多
く
あ
る
が
、
担
税
力
の
調
査
を
強
化
し
、
分
納
、

差
押
え
、
処
分
停
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
で
、
減
少

傾
向
に
な
る
と
推
測
し
て
い
る
。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

処
理
水
放
出
に
伴
う
風
評
被
害
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

　

８
月
24
日
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
た
ま
る
放
射
性
物

質
を
含
む
処
理
水
の
海
洋
放
出
が
開
始
さ
れ
た
。
漁
業
者
の
理

解
な
し
の
放
出
で
あ
り
、
誠
に
遺
憾
の
極
み
だ
。
こ
の
状
況
下
、

私
た
ち
は
将
来
に
わ
た
り
漁
業
が
永
続
で
き
る
よ
う
、
市
民
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

質
問
す
る
。

にじ

門馬優子 議員
が問う！

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

に

防
災
訓
練
の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
よ
り
12
年
半
。
今
こ
そ
度
重
な
る

災
害
か
ら
の
教
訓
を
生
か
し
、
次
な
る
災
害
へ
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
の
安
心
安
全
を
一
番
に
考
え
、
ど
ん
な
災
害
が

発
生
し
て
も
対
応
可
能
で
あ
り
、
更
な
る
防
災
力
向
上
を
目
指

し
た
防
災
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

新政会

獺庭大輔 議員
が問う！

地
域
魅
力
向
上
・
発
信
支
援
事
業

に
つ
い
て

新

道
の
駅
そ
う
ま
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
情
報
発
信
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
　
　

市
は
、
国
の
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
を
使
っ
て

　
　
　
　

地
域
魅
力
向
上
・
発
信
の
た
め
の
３
つ
の
事
業
を
進

　

相
馬
の
「
自
然
」、「
歴
史
・
文
化
」、「
人
」、「
食
」
の
魅
力

の
情
報
発
信
に
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
市
、
来
相
者
の
双
方
向
か
ら
情
報
発
信
が
出
来
る
。

市
の
現
状
・
魅
力
を
広
く
拡
散
す
る
こ
と
が
地
域
魅
力
向
上
に

繋
が
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

そうま市民の会

根岸利宗 議員
が問う！

　

福
島
県
沿
岸
で
水
揚
げ
さ
れ
る
水
産
物
は
放
射
性

物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
経
て
そ
の
安
全
性
が
証

　
　
　
　
　

市
は
、
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
防
災
備
蓄

　
　
　
　

倉
庫
、
防
災
行
政
無
線
、
防
災
集
合
所
、
津
波
避
難

道
路
の
整
備
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
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熱
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後
継
者
育
成
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

全
国
の
漁
業
経
営
体
で
後
継
者
の
い
る
割
合
は
約　

　
　
　

17
％
で
あ
る
が
、
福
島
県
内
で
は
約
46
．
９
％
と
高
い

割
合
で
あ
り
、
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
で
も
全
国
平
均
以
上

の
後
継
者
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
国
の
被
災
地
次
世

代
漁
業
人
材
確
保
支
援
事
業
や
県
の
水
産
業
復
興
加
速
化
総
合

対
策
事
業
な
ど
の
補
助
事
業
を
利
用
し
、
新
規
就
業
者
へ
の
技

術
習
得
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、
新
た
な
人
材
育

成
支
援
に
係
る
情
報
が
あ
っ
た
際
に
は
、
情
報
提
供
を
行
い
、

さ
ら
に
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
か
ら
支
援
策
の
求
め
が
あ
っ

た
際
に
は
、
可
能
な
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
漁
業
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
に
漁
業
者
の
所
得
向

上
・
安
定
化
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
引
き
続
き
相
馬
産
水
産

物
の
風
評
払
拭
に
努
め
て
い
く
。

○ 

相
馬
野
馬
追
の
振
興
に
つ
い
て

明
さ
れ
て
い
る
。

　

市
は
、
海
洋
放
出
さ
れ
る
処
理
水
の
人
体
・
環
境
影
響
を
最

小
限
に
す
る
た
め
、
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
を
国
の
安
全
基
準

以
下
に
希
釈
し
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
審
査
を

経
た
う
え
で
放
出
す
る
旨
の
報
告
を
受
け
、
了
解
し
て
お
り
、

ま
た
、
風
評
被
害
に
対
す
る
対
策
も
要
求
し
、
新
た
な
被
害
が

生
じ
た
場
合
に
も
し
っ
か
り
補
償
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
通
り
風
評
払
拭
活
動
を
行
い
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
結
果
や
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
調
査
デ
ー
タ
等
の
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
く
伝
え
る
予
定
で
あ
る
。

作
成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
の
自
然
災
害
を
受
け
、

ソ
フ
ト
面
で
の
継
続
的
な
取
組
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
９
月
25
日
に
は
消
防
署
や
警
察
署
、
自
衛
隊
な
ど
も
参
加

す
る
地
震
・
津
波
な
ど
を
想
定
し
た
図
上
訓
練
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
に
対
す
る
防
災
訓
練
と
し
て
、「
広
域

津
波
避
難
訓
練
」
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
昨
年
は
尾
浜
、

松
川
、
岩
子
地
区
の
住
民
が
避
難
訓
練
に
参
加
し
、
実
際
に
各

地
区
の
津
波
避
難
場
所
へ
避
難
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

年
度
に
つ
い
て
も
、
日
程
と
対
象
地
区
が
決
定
し
次
第
、
住
民

へ
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

食
文
化
体
験
企
画
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　
　

昨
年
度
、
市
は
国
の
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
を
使

　
　
　

い
、
地
元
の
食
文
化
体
験
企
画
と
し
て
、
道
の
駅
そ
う

ま
・
磯
部
水
産
加
工
施
設
・
浜
の
駅
松
川
浦
の
３
施
設
連
携
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
道
の
駅
そ
う
ま
で
の
松
川
浦
産
あ
さ
り
を

使
っ
た
あ
さ
り
汁
の
振
る
舞
い
や
、
道
の
駅
そ
う
ま
体
験
実
習

館
で
の
味
噌
作
り
体
験
を
実
施
し
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
相
馬
行
胤
氏
に
よ
る
相
馬
野
馬
追
に

つ
い
て
の
講
話
、
乗
馬
体
験
、
浜
焼
き
な
ど
、
歴
史
文
化
と
食

文
化
を
一
連
で
体
験
す
る
１
泊
２
日
の
観
光
ツ
ア
ー
を
開
催

し
、
北
海
道
か
ら
神
奈
川
県
ま
で
の
広
範
囲
か
ら
参
加
い
た
だ

い
た
。

　

今
後
、
参
加
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
市
の
歴
史
と

食
文
化
を
体
験
で
き
る
観
光
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

め
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
事
業
」で
は
、

タ
レ
ン
ト
の
も
え
の
あ
ず
き
さ
ん
に
市
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹

介
し
て
も
ら
い
、知
名
度
向
上
を
図
っ
て
お
り
、昨
年
度
は
６
ヶ

月
間
で
15
回
投
稿
、
約
１
９
４
万
２
，
０
０
０
回
の
閲
覧
、
今

年
度
は
２
ヶ
月
間
で
７
回
投
稿
、
約
81
万
２
，
０
０
０
回
の
閲

覧
が
あ
っ
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
約
10
回
の
投
稿
を
予
定
し
て

お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
で
市
の
知
名
度
向
上
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

共
助
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
で
は
、
防
災
対
策
に
お
け
る
自
助
、
共
助
、
公
助

　
　
　

の
推
進
と
そ
の
連
携
を
重
視
し
て
お
り
、
特
に
地
域
住

民
が
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
「
共
助
」
の
推
進
に
力
を
注

い
で
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
へ
の
取
組
に
お
い
て
は
、
市
内
76
行
政
区
の

う
ち
74
行
政
区
で
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
各
組
織
に
防
災

訓
練
の
実
施
を
依
頼
し
、
訓
練
時
に
は
市
の
防
災
担
当
職
員
も

参
加
し
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
必

要
な
機
材
や
消
耗
品
購
入
費
の
助
成
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
が
自
ら
避
難
場

所
を
確
認
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
防
災
意
識
の
醸
成

を
進
め
、
防
災
力
の
強
化
を
目
指
し
て
い
く
。

○ 

暑
さ
対
策
に
つ
い
て
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本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

現
況
に
つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

市
の
人
口
は
平
成
４
年
の
４
万
12
人
を
ピ
ー
ク
に

　
　
　
　

緩
や
か
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
９
月
１
日
現
在
３
万

　

人
口
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
算
定
に
も
大
き
く
影
響
し
、
自

治
体
経
営
上
も
安
定
し
た
運
営
を
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
総
人
口
の
推
移
を
見
た
中
で
、
最

低
人
口
数
を
更
新
し
て
い
る
現
在
を
危
機
的
状
況
と
捉
え
て
い

る
。
現
況
に
つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

新時代そうま

只野敬三 議員
が問う！

にじ

杉本智美 議員
が問う！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

に

感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

５
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
感
染
症
法
で

５
類
感
染
症
と
な
り
、
対
策
は
個
人
の
自
主
的
な
対
応
に
代
わ

り
緩
和
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
消
え
て
発
症
の
危
険

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
も
感
染
者
が
増
え
て
い

る
。
そ
こ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

消
防
団
活
動
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て

そ

団
員
定
数
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

消
防
団
員
の
減
少
は
、
全
国
２
０
０
万
人
を
超
え
て
い
た
も

の
が
、
４
月
現
在
76
万
人
強
と
示
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
条
例
定
数
と
大
き
な
乖
離
が
あ
る
。
本
市
消
防

行
政
の
基
本
で
あ
り
、
災
害
時
対
応
は
元
よ
り
、
日
々
の
予
防
・

警
戒
・
広
報
等
、
そ
の
活
動
は
広
範
で
あ
り
、
市
民
生
活
の
安

全
・
安
心
を
担
う
組
織
団
体
で
あ
る
こ
と
に
は
敬
意
を
表
す
る
。

消
防
団
活
動
の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

消
防
団
の
定
員
に
つ
い
て
は
、「
相
馬
市
消
防
団

　
　
　
　

設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
５
４
７
名
と

　
　
　
　

５
月
８
日
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、

　
　
　

個
人
の
選
択
を
尊
重
し
、
自
主
的
な
取
組
が
基
本
と

な
っ
た
が
、
医
療
機
関
受
診
時
や
高
齢
者
施
設
訪
問
時
な
ど
は
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人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
　

市
は
、
人
口
減
少
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
相
馬
市

　
　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、「
産
業
・
雇
用
」、「
観

光
・
交
流
」、「
子
育
て
・
教
育
」、「
高
齢
社
会
対
策
・
健
康
増

進
」、「
歴
史
・
文
化
・
郷
土
愛
」
の
５
つ
の
分
野
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

人
口
の
社
会
増
と
い
う
観
点
で
は
、
産
業
の
充
実
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
就
労
者
の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策
な
ど

を
推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
企
業
誘
致
や
農
業
・
水
産

業
振
興
、
観
光
活
性
化
な
ど
に
注
力
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
給
食
費
・
医
療
費
の
無
償

化
や
結
婚
支
援
、
健
康
づ
く
り
、
郷
土
教
育
な
ど
を
通
じ
た
郷

土
愛
の
醸
成
、
移
住
定
住
施
策
も
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
こ
の
戦
略
に
基
づ
き
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

検
証
を
実
施
し
な
が
ら
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

○ 

財
政
状
況
つ
い
て

２
，
９
９
３
人
と
な
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
の
ほ
か
、
進
学
や
就
職
で

の
県
外
へ
の
転
出
等
が
要
因
と
分
析
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
相
馬
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
市
の
人
口
の
現
状
分
析
と
将
来
像
の
展
望
を
行

い
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
地
方
創
生
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
現
状
の
人
口
減
少
ス
ピ
ー
ド
は
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
時
の
想
定
を
上
回
る
速
さ
で
進
行
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
る
と
危
惧
し
て
い

る
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
現
在
、
令
和
５
年
秋
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

　
　
　

ク
チ
ン
接
種
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
一
価
ワ

ク
チ
ン
を
使
用
し
、
生
後
６
ヶ
月
以
上
で
初
回
接
種
を
終
え
た

方
が
対
象
で
あ
る
が
、
医
療
従
事
者
や
基
礎
疾
患
の
な
い
65
歳

未
満
の
方
へ
の
勧
奨
義
務
や
努
力
義
務
は
な
い
。

　

今
後
は
、
順
次
、
在
宅
で
寝
た
き
り
の
方
や
高
齢
者
施
設
入

所
中
の
方
を
対
象
に
訪
問
診
療
接
種
、
施
設
接
種
を
行
い
、
11

月
に
は
集
団
接
種
も
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、生
後
６
ヶ
月
か
ら
11
歳
ま
で
の
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
同
様
に
個
別
接
種
を
想
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
必
要
量
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
接
種
進
行
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
は
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

　

 

て

マ
ス
ク
着
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
た

後
も
、
基
本
的
な
対
策
が
有
効
と
考
え
、
感
染
予
防
の
啓
発
活

動
を
行
い
、
新
規
感
染
者
増
加
時
に
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
注
意
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

○ 

学
校
教
育
行
政
に
つ
い
て

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
８
月
末
時
点
で
の
在
籍
団
員
数
は
、
４

７
３
名
で
あ
り
、
充
足
率
は
約
86
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
消
防
団
員
の
確
保
に
関
し
て
、
特
に
若
い
世

代
の
方
に
、
よ
り
多
く
消
防
団
へ
入
団
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

○ 

道
路
・
橋
梁
・
下
水
道
の
老
朽

　
 

化
に
つ
い
て

団
員
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
消
防
団
員
の
確
保
の
た
め
、
広
報
そ
う
ま
や

　
　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
団
員
募
集
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

市
内
事
業
所
を
訪
問
し
て
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
協
力
事
業
所
を
広
報
し
、
入
団
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
企
業
を
検
閲
式
に
招
待
し
、
消
防

団
員
の
規
律
や
士
気
の
高
さ
を
見
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
10
月
の
秋
季
検
閲
式
か
ら
こ

の
取
り
組
み
を
再
開
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
安
全
教
育
と
消
防
団
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
避
難
訓
練
へ
の
消
防
団
の
参
加
や
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
団
員
の
待
遇
改
善
に
も
取
り
組
み
、
報
酬
の
振
込
み

方
式
へ
の
変
更
や
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
新
た
な
消
防
団
員
の
確
保
の
た
め
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

な
お
、
す
で
に
退
団
さ
れ
た
消
防
団
員
の
機
能
別
団
員
と
し

て
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
報
酬
や
保
険
等
の
課
題
が
あ
る
一
方

で
、豊
富
な
経
験
等
を
有
し
た
貴
重
な
人
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
体
制
の
整
備
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新時代そうま

山中宣明 議員
が問う！

東
京
電
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て

新

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
に
伴
う
相
談

窓
口
設
置
を
東
京
電
力
に
強
く
働
き
か
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
を
求

め
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
が
開
始
さ
れ
た
。
今
後
、
市
の

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
な
ど
に
お
い
て
、
風
評
被
害
に
関
す
る

相
談
件
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
早
期
の
窓
口
設
置
が

必
要
と
考
え
、
質
問
す
る
。

　
　
　
　

市
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
賠
償

　
　
　

相
談
窓
口
の
市
内
設
置
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
、
市

にじ

畑中昌子 議員
が問う！

市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

に

相
馬
野
馬
追
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
問

う
。

　

市
最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
相
馬
野
馬
追
」
で
あ
る
。
来
年
度
以
降
、

開
催
日
程
を
５
月
に
変
更
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
日
程
が
変
更
さ

れ
た
場
合
の
新
た
な
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
が
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

にじ

横山和雄 議員
が問う！

企
業
誘
致
に
つ
い
て

に

誘
致
企
業
の
操
業
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
特
に
人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
、
財
政

難
な
ど
、
重
い
課
題
を
抱
え
る
自
治
体
が
多
い
。
企
業
誘
致
は
、

新
た
な
雇
用
創
出
や
税
収
の
増
加
な
ど
の
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
に

よ
る
課
題
解
消
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
回
、
新
た
に
相
馬
中
核
工

業
団
地
東
地
区
に
誘
致
が
決
定
し
た
企
業
の
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

今
回
、
Ｎ
Ｏ
Ｋ
株
式
会
社
の
子
会
社
で
、
主
に
特

　
　
　
　

殊
合
成
ゴ
ム
の
研
究
・
開
発
・
生
産
を
行
う
ユ
ニ
マ

　
　
　
　

相
馬
野
馬
追
の
日
程
変
更
に
つ
い
て
は
、
相
馬
野
馬

　
　
　

追
日
程
変
更
検
討
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
５
月
の
最
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整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国

　
　
　

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。
現
在
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
５
か
年
の
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め

て
い
る
。

　

同
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
本
年
度
に
お

い
て
は
、
粟
津
線
、
本
笑
地
区
の
東
部
１
９

８
号
線
、
和
田
地
区
の
東
部
１
３
６
号
線
、

石
上
地
区
の
中
部
１
０
６
号
線
の
計
四
路

線
に
お
い
て
道
路
改
良
を
進
め
て
い
る
。

　

市
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
の
次
の
５
か
年
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
各
地
区
か
ら
の
道
路
改
良
要

望
を
踏
ま
え
、
生
活
の
安
全
性
や
交
通

量
、
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
十

分
に
考
慮
し
、
緊
急
性
の
高
い
路
線
を

優
先
し
て
位
置
づ
け
、
年
度
内
に
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

民
か
ら
の
具
体
的
な
要
望
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
東
京

電
力
に
市
内
へ
の
窓
口
設
置
を
求
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　

今
後
、
市
民
か
ら
具
体
的
な
賠
償
等
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
経
済
産
業
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
廃
炉
・
汚
染
水
・
処

理
水
対
策
現
地
事
務
所
と
内
容
確
認
し
、
相
談
・
調
整
の
上
、

必
要
と
な
れ
ば
、
所
定
の
手
続
き
を
取
っ
た
上
で
、
対
応
し
て

い
く
。

今
後
の
夏
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

相
馬
野
馬
追
の
日
程
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
も

　
　
　

し
日
程
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
７
月
の
観
光
客

減
少
を
防
ぐ
た
め
新
た
な
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
創
設
も
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
は
、
相
馬
商
工
会
議
所
、
市
ホ
テ

ル
旅
館
組
合
、
市
観
光
協
会
、
区
長
会
等
と
協
議
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
原
釜
尾
浜
海
水
浴
場
を
中
心
に
、
浜
の
駅
松

川
浦
、
磯
部
水
産
加
工
施
設
、
道
の
駅
そ
う
ま
と
連
携
し
た
周

遊
イ
ベ
ン
ト
を
夏
期
に
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
集
客
数
の
増
加

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

終
土
、
日
、
月
と
す
る
案
が
上
申
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
文
化

庁
と
の
協
議
を
行
い
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の

指
定
が
継
続
さ
れ
る
場
合
に
は
、
来
年
度
か
ら
の
日
程
変
更
に

向
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

市
と
し
て
は
、
日
程
変
更
に
つ
い
て
、
近
年
の
記
録
的
な
猛

暑
を
受
け
、
相
馬
野
馬
追
の
存
続
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
や

む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
相
馬
の
伝
統
で
あ
る
相
馬
野
馬
追
を
守
り
、
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
相
馬
野
馬
追
執
行
委
員
会
と
連
携
し
、
対
応

し
て
い
く
。

○ 

観
光
に
つ
い
て

テ
ッ
ク
株
式
会
社
が
、
相
馬
中
核
工
業
団
地
東
地
区
に
新
工
場

を
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
半
導
体
製
造
に
使
わ

れ
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
や
オ
イ
ル
シ
ー
ル
な
ど
の
原
料
と
な

る
特
殊
合
成
ゴ
ム
を
生
産
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
10
月
に

工
事
が
開
始
し
、
令
和
８
年
３
月
に
完
成
、
同
年
10
月
に
操
業

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　

本
市
へ
の
進
出
は
、
北
茨
城
市
の
工
場
が
手
狭
に
な
り
、
本

市
の
分
譲
用
地
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
津
波
・
原
子
力

災
害
被
災
地
域
雇
用
創
出
企
業
立
地
補
助
金
制
度
の
活
用
な
ど

が
後
押
し
と
な
っ
た
ほ
か
、県
や
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
推
進
機
構
と
の
連
携
や
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
誠
実

に
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
本
市
へ
の
進

出
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

中
核
工
業
団
地
の
空
き
区
画
活
用
の
展
望

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

相
馬
中
核
工
業
団
地
は
、
合
計
６
５
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　

で
あ
り
、
今
般
の
ユ
ニ
マ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
へ
の
売
却

に
よ
り
東
地
区
の
全
区
画
が
分
譲
済
み
と
な
っ
た
。
現
在
、
西

地
区
18
．
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
分
譲
中
で
、
す
で
に
複
数
の
引
き

合
い
が
あ
り
、
鋭
意
、
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

企
業
誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
や
関
係
機
関
と
の
協
力
を
通
じ
て
進
め
、
新
た
に
進
出

に
関
心
を
示
す
企
業
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
訪
問
を
行
っ
て
誘

致
に
努
め
て
い
く
。

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

相馬野馬追
行列の様子
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９
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案
番号 件           名 審議結果

６１ 相馬市教育委員会委員の任命につい
て

同　意

全会一致

６２ 人権擁護委員の推薦について
適　任

全会一致

６３ 人権擁護委員の推薦について
適　任

全会一致

６４ 相馬市学校教育施設整備基金条例の
制定について

原案可決

全会一致

６５ 相馬市印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

６６
相馬市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

原案可決

全会一致

６７
相馬市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

６８

相馬市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
について

原案可決

全会一致

６９ 福島県市町村総合事務組合規約の変
更について

原案可決

全会一致

７０ 令和５年度相馬市一般会計補正予算
（第４号）

原案可決

全会一致

７１ 令和５年度相馬市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

７２ 令和５年度相馬市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

７３ 令和５年度相馬市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

７４ 令和５年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

７５ 令和５年度相馬市下水道事業会計補
正予算（第１号）

原案可決

全会一致

認定
番号 件           名 審議結果

１ 令和４年度相馬市一般会計歳入歳出
決算認定について

認　定

全会一致

２ 令和４年度相馬市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

３ 令和４年度相馬市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

４ 令和４年度相馬市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

５ 令和４年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

６ 令和４年度相馬市下水道事業会計決
算認定について

認　定

全会一致

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 ９月　４日（月）議案の上程等 　０人

２日目 ９月　７日（木）一般質問等 １５人

３日目 ９月　８日（金）一般質問 ５人

４日目 ９月２２日（金）議案採決 ０人

９月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
９月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

本会議の
ライブ配信 が

スタートしました‼
相馬市議会では、今まで YouTube による本会議の
録画映像の配信を行ってきました。
今回、より多くの皆様にリアルタイムで情報をお届
けするために、新たに本会議中継映像のライブ配信
を開始することになりました。
中継映像は YouTube の相馬市議会チャンネルから
ご覧いただけます。（QRコードは裏表紙に掲載）
また、今まで同様、録画配信についても継続して実
施していきますので、是非ご覧ください。

相馬市議会か
らのお知らせ
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総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
は
、
所
管
事
務
の
調
査
と
研
究
の
た
め
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
視
察
の
結
果
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総　

務
】

①
岩
手
県
宮
古
市
（
８
月
21

日
、
22
日
）

　

宮
古
市
の
災
害
対
応
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

宮
古
市
で
は
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
、
６
０
０
人
以

上
の
人
的
被
害
、
９
，
０
０

０
棟
以
上
の
建
物
被
害
、
被

害
総
額
約
２
，
５
０
０
億
円

の
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

ま
た
、
市
役
所
も
１
階
の
天

井
ま
で
津
波
に
よ
る
浸
水
、

公
用
車
の
流
出
な
ど
の
被
害

を
受
け
、
避
難
所
の
設
置
・

対
応
が
遅
れ
た
り
、
情
報
収

集
や
救
援
物
資
配
送
の
手
段

が
制
限
さ
れ
る
な
ど
の
状
況

で
、
避
難
所
は
、
当
初
、
自

主
防
災
組
織
や
住
民
に
よ
る

運
営
が
行
わ
れ
た
。

　

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
①
指
定
避
難
所
以
外
の

地
区
集
会
所
な
ど
も
避
難
所

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域

で
利
用
さ
れ
て
い
る
集
会
所

な
ど
も
避
難
所
と
位
置
づ

け
、
物
資
の
備
蓄
や
通
信
機

能
の
設
置
な
ど
防
災
機
能
も

付
与
す
る
こ
と
、
②
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
避
難
所
運
営

を
主
導
し
た
こ
と
か
ら
、
平

常
時
よ
り
自
主
防
災
組
織
や

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

　

防
災
対
策
と
し
て
は
、

《
逃
げ
る
・
備
え
る
・
伝
え

る
》
を
基
本
と
し
て
、
早
期

避
難
の
徹
底
や
児
童
生
徒
の

保
護
者
引
き
渡
し
に
お
け
る

条
件
、
方
法
の
明
確
化
、
避

難
所
へ
の
備
蓄
倉
庫
の
設

置
、
避
難
所
運
営
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
、
情
報
伝
達
手
段
の

多
重
化
と
い
っ
た
取
組
を
行

う
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
の

強
化
、
防
災
関
連
施
設
の
整

備
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
。

【
産
業
建
設
】

①
福
岡
県
宗
像
市
（
７
月
12

日
）

　

創
業
支
援
の
取
組
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

　

宗
像
市
で
は
「
創
業
で
き

る
街
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

街
」
と
し
て
、
市
、
商
工

会
、
金
融
機
関
、
民
間
事
業

者
が
連
携
し
た
創
業
支
援
の

取
組
を
行
っ
て
い
る
。
創
業

支
援
と
し
て
は
、
交
流
会
の

開
催
や
伴
走
型
の
創
業
支

援
、
補
助
金
の
交
付
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度

は
、
特
定
創
業
支
援
者
数
が

40
、
創
業
者
数
が
26
と
な
っ

て
い
る
。

②
山
口
県
下
関
市
（
７
月
13

日
）

　

水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取

組
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

下
関
市
で
は
、
知
名
度
の

高
い
フ
グ
の
ほ
か
、
鯨
、
ア

ン
コ
ウ
、
ウ
ニ
、
イ
カ
の
５

つ
を
５
大
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
動
画
や

デ
ジ
タ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。

③
広
島
県
福
山
市
（
７
月
14

日
）

　

福
山
市
農
林
水
産
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

　

福
山
市
で
は
、
担
い
手
不

足
や
近
年
の
気
候
変
動
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
農
林

水
産
業
の
め
ざ
す
姿
を
示

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
各
種
支
援
策
や
魅
力

発
信
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。

【
文
教
厚
生
】

①
秋
田
県
横
手
市
（
７
月
４

日
）

　

市
内
小
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

横
手
市
で
は
市
町
村
合
併

と
児
童
生
徒
の
減
少
を
受

け
、
市
内
学
校
統
合
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
し
、
26

あ
っ
た
小
学
校
を
14
校
に
、

12
あ
っ
た
中
学
校
を
６
校
に

統
合
し
て
い
る
。
統
合
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
競
争
や
協

働
が
活
発
と
な
り
、
ま
た
、

部
活
動
等
の
選
択
肢
も
広

が
っ
た
。

②
秋
田
県
東
成
瀬
村
（
７
月

５
日
）

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
成
瀬
村
で
は
、
小
中
連

携
教
育
の
充
実
を
重
視
し
て

お
り
、「
知
育
：
合
同
の
授

業
研
究
会
を
年
１
回
」、「
徳

育
：
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
の
植

栽
」、「
体
育
：
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
３
分

野
で
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援

と
し
て
、
中
学
校
に
は
村
の

単
独
講
師
、
小
学
校
に
は
特

別
教
育
支
援
員
な
ど
を
配
置

し
て
い
る
ほ
か
、
村
で
学
習

塾
を
設
置
し
、
中
学
生
の
英

語
と
数
学
を
教
え
て
い
る
。

③
岩
手
県
北
上
市
（
７
月
６

日
）

　

保
健
・
子
育
て
支
援
複
合

施
設hoKko

に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

　

北
上
市
で
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
・
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
屋
内
遊
び
場

の
機
能
を
併
設
す
る
施
設
を

設
置
し
て
い
る
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
委
員
ら

hoKko

に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
委
員
ら

創
業
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
委
員
ら
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①
職
員
の
不
祥
事
を
受
け
て
、
管
理
監
督
責

任
を
取
る
た
め
、
１
か
月
間
、
市
長
の
給
与
を

15
％
、
副
市
長
の
給
与
を
10
％
減
額
す
る
条
例

の
制
定
、
②
中
橋
上
部
工
の
工
事
内
容
の
精
査

に
伴
う
変
更
契
約
、
③
相
馬
中
核
工
業
団
地
東

地
区
の
土
地
を
ユ
ニ
マ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
に
売

却
す
る
土
地
の
処
分
の
３
議
案
を
議
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
②
に
お
い
て
は
、
減
額
の
詳
細
と
開

通
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
③
に
お
い
て
は
、
臨

時
会
へ
の
上
程
理
由
と
売
却
価
格
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
動
画
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

令
和
５
年
８
月
臨
時
会
（
８
月
９
日
） 

８月臨時会の
映像はこちら

８月臨時会の審議結果

【
議
会
運
営
】

①
北
海
道
苫
小
牧
市
（
８
月

２
日
）

　

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
市
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
完
全

ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
議
会
運
営

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
今
後
、
介
護
や

妊
娠
、
災
害
等
で
会
議
に
出

席
で
き
な
い
場
合
を
想
定

し
、
環
境
整
備
や
条
例
の
改

正
等
の
検
討
・
協
議
を
行
っ

て
い
く
。

②
北
海
道
豊
頃
町
（
８
月
３

日
）

　

議
会
広
報
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　

豊
頃
町
で
は
、
議
会
広
報

紙
を
年
４
回
発
行
し
て
お

り
、
発
行
に
あ
た
っ
て
は
町

の
広
報
紙
と
合
本
に
よ
っ
て

発
行
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
議
会

情
報
や
会
議
結
果
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
て
い
る
。

②
北
海
道
大
樹
町
（
８
月
４

日
）

　

本
会
議
中
継
映
像
の
配
信

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

大
樹
町
で
は
、
町
民
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
、
本
会
議
の
中
継
映

像
の
配
信
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
町
民
の
意
識

や
、
町
職
員
の
行
政
課
題
や

行
政
運
営
に
対
す
る
意
識
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

本
会
議
中
継
映
像
の
配
信

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

委
員
ら

議案
番号 件           名 審議結果

５８ 市長等の給与の特例に関する条例の
制定について

原案可決

全会一致

５９ 中橋上部工改良復旧工事変更請負契
約の締結について

原案可決

全会一致

６０ 土地の処分について
原案可決

全会一致

　

①
相
馬
中
核
工
業
団
地
西
地
区
の
土
地
を
コ
ス
モ

精
機
株
式
会
社
に
売
却
す
る
土
地
の
処
分
、
②
台
風

被
害
に
よ
る
農
地
、
道
路

等
の
災
害
復
旧
費
等
の
補

正
予
算
の
２
議
案
を
議
決

し
ま
し
た
。

令
和
５
年
10
月
臨
時
会
（
10
月
10
日
）

10 月臨時会の審議結果
議案
番号 件           名 審議結果

７６ 土地の処分について
原案可決

全会一致

７７ 令和５年度相馬市一般会計補正予算
（第５号）

原案可決

全会一致

10 月臨時会の
映像はこちら
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相馬市出身。相馬高等学校卒業後、僧籍を取得するため大正大
学に進学。卒業後は自坊に戻り、現在にいたる。
御縁があり、先輩から声掛けいただき相馬青年会議所に入会し
地域に目を向ける大切さを学んでいる。

相馬市の魅力は？

相馬市に戻ってき
てから考えていた
ことは？

現在の活動内容
は？

今後の意気込みをお願いします！

今号も前回に引き続き、相馬市に戻って活躍している若者を特集します‼
実家のお寺を継ぐために、僧侶資格の取得をめざし県外の大学に進学した茨木祐賢さんに相
馬に戻ってきて思うことや現在の活動などについて伺いました‼

相馬市は、四季折々の景
色、食の宝庫だと思いま
す。
市民の人柄も優しく、と
ても住みやすい環境で
す。

大学卒業後は、お寺の活
動に邁進していました。
しかし、僧侶同士の付
き合いはあるものの、
地域の方々と出会う機
会がまったくなかった。
さらには、情勢を考え
ると、地域にあるお寺
も「現状維持ではなく、
先を見据えて変化」を
していくためにはどう
したらいいかを真剣に
考えていたのを覚えて
います。

青年会議所、消防団に
入ったことにより、地域
の方々との活発なコミュ
ニケーション機会が増
え、お祭りや消防行事を
お手伝いすることから始
まり、少しずつ地元のコ
ミュニティに参加でき
るようになりました。ま
た、青年会議所への入会
によって活動範囲が県
内外へと広がりました。
災害時のボランティア
活動や相馬を盛り上げ
る事業を定期的に企画
開催し、地域の活性、
災害からの復興を目標
に活動を行っています。
お寺の副住職としての
務めと並行し、地元に
貢献できる活動を日々
考えております。

今後は僧侶として担うべき責任を果た
しながら、相馬青年会議所、消防団等
の地域活動を続けていきたいです。こ
れまでに培ってきた経験をお寺や地
域、そこに住む方々へ還元することが
できれば本望です。お坊さんとしてだ
けでは知り合うことができなかった出
会いや、お寺だけでは勉強することが
できなかった学び一つ一つを大切に
していきたいと考えています。これ
までのつながりから地域に必要なも
のが自然と分かるようになりました。
今まで以上に相馬市を明るく豊かな
土地にしていきたいと思っています。

そうま市議会だより

令和５年 11 月１日号

↑企画・運営を行った SOMA
シーサイドフェスティバルの様子
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ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　Eメ〡ル　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

そうま市議会だより

令和５年 11 月１日号

ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　Eメ〡ル　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

委  

員  

長　

獺
庭
大
輔

　

副
委
員
長　

横
山
和
雄

　

委　
　

員　

山
中
宣
明

　

委　
　

員　

根
岸
利
宗

　

今
任
期
最
後
の
定
例
会
が
終
了
し

ま
し
た
。
皆
様
は
、
こ
の
４
年
間
の

各
議
員
の
議
員
活
動
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
こ

の
４
年
間
、
事
務
局
の
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
委
員
長
、

副
委
員
長
を
中
心
と
し
て
、
皆
様
に

少
し
で
も
議
会
活
動
の
中
身
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
記
事
の
内

容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く

の
皆
様
の
声
を
反
映
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
皆

様
に
議
会
の
中
身
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
今
後
も
議
員
一
同
で

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
（
根
岸
）

１２月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

１２月　４日（月） 本会議 議案の提案と説明など

７日（木） 本会議 一般質問（１日目）

８日（金） 本会議 一般質問（２日目）

１１日（月） 委員会 各常任委員会

１２日（火） 委員会 各常任委員会

１５日（金） 委員会 予算決算常任委員会

２０日（水） 本会議 議案の採決など

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は

開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g


